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第　 1　問

xy平面上の 3点 A(0, 1)，B (−1, 0)，C(1, 0)を頂点とする△ABCの内接円を T と
する。点 D(0, −1)を通り，傾きが正である直線を ℓ : y = ax− 1とする。

(1) 円 T の半径を r とする。r を求めよ。

(2) 直線 ℓと円 x2 + y2 = 1の交点のうち，Dと異なる点を Eとする。点 Eの座標を
aを用いて表せ。

(3) 直線 ℓが円 T に接するとする。このとき，(2)で求めた点 Eを通り，x軸と平行な
直線が，円 T に接することを示せ。
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第　 2　問

xy 平面において，円 x2 + y2 = 1の x ≧ 0かつ y ≧ 0を満たす部分を C1 とする。ま
た，直線 y = x の x ≦ 0 を満たす部分を C2 とする。C1 上の点 A，C2 上の点 B およ
び点 P (−1, 0)について，∠APB = π

2
であるとする。点 Aの座標を (cos θ, sin θ)とす

る。ただし 0 ≦ θ ≦ π
2
とする。

(1) 点 Bの x座標を θ を用いて表せ。

(2) 線分 ABの中点の x座標が 0以上であるような θ の範囲を求めよ。
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第　 3　問

Oを原点とする xy 平面上に 2直線

ℓ : y =
√
3x, m : y = − 1√

3
x

がある。正の整数 n に対して，ℓ 上に点 Pn

(
n,

√
3n

) をとり，m 上に点

Qn

(
xn, − 1√

3
xn

)
をとる。ただし，xn（n = 1, 2, 3, · · ·）は次の条件 (I)，(II)

を満たすとする。

(I) x1 = 1である。

(II) n ≧ 2 のとき，xn は，Qn−1 を通り ℓ と平行な直線と，x 軸との交点の x 座標で
ある。

また，正の整数 nに対して，△OPnQn の面積を an とする。

(1) xn を nを用いて表せ。

(2) an を nを用いて表せ。

(3) 正の整数 nに対して，Sn =
n∑

k=1

ak と定める。Sn を nを用いて表せ。
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第　 4　問

関数 f(θ)，g(θ)を
f(θ) = sin θ −

√
2
2

, g(θ) = sin 2θ

と定める。xy 平面上の曲線 C が，媒介変数 θ を用いて

x = f(θ), y = g(θ)
(
0 ≦ θ ≦ π

4

)
で表されている。

(1) 次の定積分 I1，I2，I3 の値を求めよ。

I1 =

∫ π
4

0

cos 2θ dθ, I2 =

∫ π
4

0

sin θ cos 2θ dθ, I3 =

∫ π
4

0

sin2 θ cos 2θ dθ

(2)
dy
dx
を θ の関数として表し，曲線 C の概形を xy 平面上に描け。

(3) 曲線 C，x軸および y 軸で囲まれた図形を，y 軸のまわりに 1回転してできる立体
の体積を求めよ。
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第　 5　問

数列 {an}が

a1 = c
1 + c

, an+1 = 1
2− an

(n = 1, 2, 3, · · · )

を満たすとする。ただし，cは正の実数である。

(1) a2，a3 を求めよ。

(2) 数列 {an}の一般項 an を求めよ。

(3)
∞∑

n=1

(
an+1

an
− 1

)
を求めよ。
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第　 6　問

iは虚数単位とする。複素数 zに対して，その共役複素数を zで表す。複素数平面上で，
次の等式を満たす点 z の全体が表す図形を C とする。

zz + (1 + 3i)z + (1− 3i)z + 9 = 0

以下の問いに答えよ。

(1) 図形 C を複素数平面上に描け。

(2) 複素数 w に対して，α = w + w − 1，β = w + w + 1とする。w，α，β が表す複
素数平面上の点をそれぞれ P，A，Bとする。点 Pは C 上を動くとする。△PAB

の面積が最大となる複素数 w，およびそのときの△PABの外接円の中心と半径を
求めよ。
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